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Abstract : During the period from middle Tune to early July throught the three years 1976, 
1977 and 1978, 3738 of transoceanic insects belonging to 60 species were captured. A great 
number of leaf-hoppers were taken composing 88 percent of total number of the insects captured 
in these years. A female of Culez tritaeniorhynchus captured on the first of July in 1978 was 
found to have copulated but likely unengorged, giving negative data in the subsequent Virus 
isolation test. However, we have records that 8 females of vector mosquito (Hayashi et a1., 
1975) and 90 female of them (Asahina, 1970) were captured on the sea in 1973, and 1969, 
respectively. We consider, on these evidences, that infected yector mosquitoes may be able to 
disperse over the sea on the wind. Most of the other transoceanic insects now captured seems 
to be obligatory fliers and the majority of them are belonging to agricultural pests. The finding 
of Simulium sp. and Culicoides, the latter may carry akabane virus which causes bovine 
abortion, may be of particular interest. Further investigation on the ecology of transoceanic 
insects including Culez tritaeniorhynchus and Culicoides midges seems urgently needed. 
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は じ め に 


る コウ モリ , 大 谷 ら 1967) に ょ る 冷血 動物 , 大 塚 


日 本 脳 災 の 流行 期 に お ける 主 媒 介 由 が コガ タ ア カイ 
エ テ カ (以下 , 単に 下 ま た は 媒介 四 と いう ) で あり , 日 
本 脳 災 ウ イル ス (以下 , 日 脳 ウ ライ ルス と 略す ) の 増幅 
動物 と し て 豚 が 主要 な 役割 を 果して いる こと は , 既に 
異論 の な いと ころ で ある . し か し , 流行 閑 期 に お ける 
日 脳 ウ イル ス の 生存 環 は 未だ に 不明 の まま で ある . 

日 脳 ウ イル ス の 越冬 問題 に 関し て は , Hammon et 
al. (1958) に よる 野島 , Miura et g7. (1977) に よ 


(1967) に よる 豚 , 更に , 高橋 ら 1971) に よる 渡り 


島 の 潜在 感染 の 調査 な ど 多 く の 報 告 が な され て いる . 


一 方 , 実験 的 に 日 脳 ウ イル ス の 越冬 を 試み た も の に に 
由 体 内 で の 日 脳 ウ イル ス の 越冬 (Mifune, 1965), コ 
ウ モ リ に よる 越冬 CMiura et g7. 1977), カナ へ ヘビ 
に よる 越冬 (Doi et 27., 1968) が ある . 

し か し , これ ら の 実験 的 成績 に つい て , 野外 で の 証 
明 が な いま ま 現 在 に 全 っ て いる . 

Fukumi et g/. (1975), Hayashi et al. (1975), 
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Wada et al. (1976) は , 過去 10 年 間 に お いて 長崎 地 
方 に お ける 越冬 央 か ら の 日 脳 ウ イル ス 分 離 が 陰性 で あ 
る こと を 主 な 根拠 と し て , 日 脳 ウ イル ス の 収 体内 で の 
越冬 は 可能 性 が 少な いで あろ うこ と を 指摘 し た . そし 
て , Oda et g7. (1978) は , 媒介 因 の 生理 学 的 な 観点 
か ら , 越冬 由 を 調査 し , 越冬 個体 群 は 未 吸 血 末 経 産 雌 
に よっ て 構成 され , 日 脳 ウ イル ス を 保持 する 可能 性 は 
極め て 困難 な こと で ある と し て いる . 

し か し , Hayashi ez al. (1975), Ura (1976) は , 
比較 的 温暖 な 奄美 大 島 , 沖縄 に 於 て 冬期 (2 月 ) の 媒 
介 到 か ら 日 脳 ウ イル ス を 分 離し , 条件 さえ 良けれ ば 日 
脳 ウ イル ス は 敷 体内 で 越 年 し 得る こと も 明らか に し 
た . この 事実 は , 更に 南方 の 地方 で は , 年 間 に 互 っ 
て , 日 脳 ウ イル ス が 媒介 敗 と Reservior の 間 で 保持 
きれ て いる と と を 示唆 し て いる も の と し て 重要 で あ 
沈 。 

また , 朝比奈 (1969, 1970, 1972), Hayashi eg/. 
(1975), 林 ら Q978) は , 東 支 老 海 の 洋上 で 媒介 政 が 
採集 され る こと を 報告 し , 媒介 則 の 遠 距離 飛翔 の 可能 
性 を 指摘 し た . 特に , 朝比奈 (1970) に よる , 採集 き 
れ た 媒介 由 の 中 に 抱 獄 し て いる 個体 が 含ま れ て いた と 
いう 報告 は , ウイ ルス の 保有 を 意味 する も の と し て 注 
目 さ れる . 

この よう な 状況 を 検討 する と , 日 脳 ウイ ルス は , 日 
本 以外 の 地 か ら , 典 に よっ て 持 込 ま れる 可能 性 も 考え 
られ る ・ 

以上 の 見 地 に 立っ て , 1976 年 か ら 3 年間 に 宜 っ て , 
東 支那 海上 , 日 中 , 日 韓 漁業 区 域内 に 於 て , 飛来 比 虫 
の 捕 集 と , 由 か ら の 日 脳 ウ イル ス 分 離 を 試み た . ま 
た , 本 調査 研究 は 主 目的 で ある 日 脳 ウ イル ス の 持込み 
の 実証 以外 に , 飛翔 昆虫 の 生態 及び それ ら が 帯同 する 
微生物 の 調査 を も ゃ 含ん で いて , 広義 の 空中 生物 学 の 基 
礎 研究 と し て の 意義 を 持っ て いる . 

ここ に は , 1976 年 か ら 3 年 に 孔 っ て 得 ら れ た 飛翔 紅 
虫 の 調査 結果 を 述べ 若干 の 考察 を 加え る こと と する . 


調 査 方 法 


FHK スー パー ライ トト ラッ プ (6W ブ ラッ クラ イ 
ト ) 富士 平 工業 10 基 と , ナイ ロン ゴー ス 製 直径 1m, 
深き 1.5m の 吹き 流し ネッ ト 2 基 を 練習 船長 崎 丸 
(587.46 ト ン ) の ハウ ス サ イ ド の 通路 や デッキ の 風 当 り 
の 少な い 場 所 に 設置 し た . 設置 し た トラ ッ プ 及び ネッ 
ト の 場所 は , 水面 か ら 5mー~12.5m の 高き で あっ た . 
ライ トト ラッ プ は , 通常 , 毎日 午後 8 時 か ら 点 灯 し 
て , 前 夜半 の 午前 0 時 に 回 収 し , 午前 0 時 か ら 再 び 点 


灯 し て 午前 8 時 に 回 収 し た . 

ネッ ト 及 び ト ラッ プ は 共に 原則 と し て , 陸地 か ら 
100km 以上 離れ た 海上 で 用い, 採集 時 に は 停 船 し て 
漂流 し な が ら 船 の 照明 と アッ パー デッキ に 設置 され た 
探 路灯 も 空 へ 向け て 照射 し た . この 間 , 船 の 各所 を 二 
名 の 採集 者 が 巡回 し て , アス ピピ レー ター と 皇 虫 網 に ょ よ 
る 直接 採集 も 行っ た . 

航海 中 寄港 し た 寄港 地 の 尾 虫 の 船内 混入 を 防止 する 
た め , 出港 後 , 船 壁 を 充分 水洗 し , 船内 も 点検 し た . 
_ 採集 され た の 保存 に は , 超低温 冷蔵 庫 を 魚 槽 に 固 
定 し 一 80?C で 使用 し た . 

由 以 外 の 昆 虫 類 は , クロロ フォル ム で 殺し た 後 乾燥 
標本 と し て 持ち 帰り 同定 に 供 し た . 


調査 地 と 期間 


調査 地 は , 三 年 間 共 に 東 支那 海上 の 日 中 , 日 韓 漁業 

区 域内 で ある . 調査 期間 は , 1976 年 は 6 月 24 日 7 月 
3 日 , 1977 年 及び 1978 年 は 6 月 16 日 7 月 2 日 の 間 で 
ある . この 間 , 奄美 大 島 , 沖縄 に それ ぞ れ 2 日 間 , 1977 
年 6 月 17, 18 日 の 2 日 間 は 台風 の た め 五 鳥 玉 ノ 浦 港 に 
寄港 し た . 


結 果 


3 年 間 に 採集 され た 昆虫 類 を 表 1 に 示し た . この 表 
か ら , 1976 年 に は , 晴 連 目 1 種 , 同 将 一 半 諸 目 6 種 , 
鱗 不 目 4 種 , 総 採集 数 385 個 体 で あっ た . 1977 年 に は , 
靖 申 目 3 種 ,。 カマ キリ 日 1 種 , 直 元 目 1 種 , 異 詩 一 半 
丈 目 6 種 , 同 半 一 半 翔 目 12 種 , 脈 款 上 日 1 種 , 魚 諸 目 17 
種 , 双 寺 目 5 種 , 朝 贅 目 2 種 , 総 採集 数 2,363 個 体 で 
あっ た . 1978 年 に は , 晴 玲 目 2 種 , 異 将 一 半 次 目 2 
種 , 同 超 - 一 半 贅 月 968 個 体 , 鱗 起 目 7 種 , 交 殖 目 4 種 , 
還 遷 目 2 種 , 総 採集 数 990 個 体 で , 3 年 間 に , 9 且 60 
種 , 3,738 個 体 の 昆虫 類 が 採集 きれ た . 

3 年 間 の 採集 で . いずれ の 年 も ウン カ 類 が 最も 多く 
採集 され , 総 採集 昆虫 数 の 88 を 占め て いる . な か で 
も 。 トビ イロ ウン カ , セ ジ ロウ ンカ , ヒメ トビ ウン カ 
が 圧倒 的 に 多く , これ ら は す で て 移動 型 と きれ る 長 交 
型 の ウン カ で あっ だ た. 

採集 され た 績 虫 類 を 見 る と , ウン カ 類 を 始め と し 
て , 農業 害虫 , 家屋 害虫 や 衛生 害虫 が 多い こと が 注目 
され る . また , 1978 年 に は ブ ュ , ヌカ カ も 混在 し て 採 
集 さ きれ て いる が , 特に ヌカ カ は 和牛 の 流 産 原因 ウイ ルス 
の 媒介 者 に 擬 せ られ て いる こと も 注目 し な けれ ば な ら 
な い . 

表 1 の 中 で * 印 で 示し た も の は , 恒常 性 飛来 昆虫 と 
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Table 1 Transoceanic insects captured on the East—China sea for the early summer in 


1976, 1977 and 1978 


ODONATA 
Anaz guttatus 
Tholymis tillarga 
Pantala flavescens 


MANTODEA 


Aeromantis australis 


ORTHOPTERA 
Ozya veloz 


HEMIPTERA—HETEROPTERA 
Cantao ocellatus 
Nezara viridula 


Geotomus pygmaeus 


. Leptoglossus australis 


Cyrtorrhynus lividipennis 
Tyttus chinensis 


HEMIPTERA—HOMOPTERA 
Nilaparvata lugens 
Sogatella fureifera 
Sogatella longifurcifera 
Laodelphas striatellus 
Toya propinua 
Unkanodes sapporona 
Delphacodes terryi 
Delphacodes sp. 
Hosunka hakonensis 
Hosunka sp. 

Hosunka sp. 
Perkinsiella sp. 
Balclutha saltuella 


UENROPTERA 
Chrysopa septempunetata 


LEPIDOPTERA 
Hasora chromus inermis 
Badamia exclamationis 
Macroglossum byrrhosticta 
Hybraea puera 
Hypocala subsatura 
Cephonodes hylas 
Ophiusa coronata 
Agrotis ipsilon 
Noctuidae sp. 

Othreis sullonica 


Shpodoptera mauritia 
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(CO も ウン の の 1 竹 ) 
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| 1976 | 1977 | 1978 
37. Aedia leucomelas (ナカ ジロ ンタ ハバ) 0 1 0 

*38. Chrysodeizis eriosoma (ポラ プッ クギ キン ジウ ルツ バッ 0 1 0 
39. Callyna contracta (2 グン クラス ョ トウ) 0 1 0 
40. Sesamia inferens (イネ ョ トウ ウツ ) 0 1 0 
41. Creatonotos transiens (ハイ イロ ヒト リ ) 0 1 0 

*42. Hymenia recurvalis (オビ ノ フス イカ ) 1 2 l 
43. Diasema accalis (キア カカ ヒス ノメイガ ) 0 0 1 
44. Glyphodes eurytusalis (コブ ヒゲ シロ モン ノ ス メイ アガ) 0 1 0 

*45. Cnephalocrocis medionalis (コブ ノメイガ ) 0 2 0 
46. Herculia glaucinalis (フタ スジ シマ メイ ガ が ) 0 1 0 
47. Carecomotis repulsaria (フト スジ ェ ダ シャ ク ) 0 0 1 

DIPTERA ( 双 半 有明) 

*48. Culez tritaeniorhynchus に ユカ ガ カク デ カイ テカ ) 0 l 0 
49. Telmatogeton japonicus (ヤマ トイ ソ ュ ユスリカ ) 0 2 0 
50. Simulium sp. ( ブ テ の 1 種 ) 0 0 1 
51. Culicoides schultszei (ウシ ヌカ カ ) 0 0 2 
52. Phaenicia sericata (ヒロ キン バニ エ ) 0 1 0 
53. Bengalia lateralis (ベン ガル バエ ) 0 3 0 
54. Dolichopus nitidus (アシ ナガ キン パニ ) 0 1 0 

*55. Eristrophe balteata ( 氷 立 守っ 次 アマ 0 0 1 
56. Megaspis zonata (オハ デア ッ ) 0 0 1 

COLEOPTERA ( 靖 次 朋 ) 
57. Anancosessinis tarsalis (ホソ アシ カミ キリ モドキ ) 0 1l 0 
58. Stromatium longicorne (イエ カミ キリ ) 0 1 0 
59. Harmonia azyridis (テン トウ ムン シン) 0 0 1 
60. Altica sp. (大 ささ 0 0 1 


Table 1 continued 


*Transoceanic habitual species of captured insects. 


考え られ る 種類 で ある . 


主 目 的 と する コガ タ ア カイ エ カ は , 


1977 年 7 月 1 


航海 期間 中 に , 実際 に 採集 出来 た 日 は , 1976 年 が 4 
日 間 , 1977 年 8 日間, 1978 年 5 日 間 で , 採集 暴 虫 数 の 
多少 は 当然 実際 に 採集 出来 た 日 数 に 比例 し て いる . 


考 宗 


表 1 に 示し た よう に , 予想 以上 に 多く の 比 虫 類 が 東 
支那 海上 で 採集 きれ た . し か も , この 中 の 主 な 昆虫 類 
は , 恒常 性 移動 種 が 多い こと が わか っ た . この 理由 に 
つい て は 今 の と ころ 明らか で は な い が , 一 般 に , 他 の 
紅 虫 頒 に 比べ て 飛翔 力 が 強い か , 風 に 乗り 易い 昆虫 類 
が 多い の か , 偽 西 風 の 吹き 込む 地域 で の 昆虫 類 の 発生 
数 が 多い の か , 更に , 生理 的 な 内 因 に よる の か , 様々 
な 要因 を 解析 する 必要 が ある . 


日 , 女 島 南西 40 氏 m, 北緯 32 一 05.2, 東経 127 一 57.8 
に お いて , 午後 10 時 , キャ ビン の 外 窓 わく に 休止 し て 
いた も の で ある . それ を 冷 六 保存 し て 研究 室 に 持ち 帰 
っ た 後 , 卵巣 と 財 精 杜 と を 観察 し , その 年 令 と 交尾 の 
有無 を 調べ た . 捕 集 骨 は 交尾 済み で は あっ た が ., 未 経 
産 1 期 の も ゃ の で , ウイ ルス 分 離 は 陰性 に 終っ た . 

其 の 他 , 特に 注目 すべ き 事 実は , ウン ヌカ カ が 捕 集 
され た こと で ある . 本 種 は , アフ リカ , 東南 アジ ア に 
広く 分 布 し , ヨー ロッ パ で は アフ リカ か ら 移 動 し て 来 
る の で は な か ろ ら か と の 見 方 も あり , 今回 の 採集 例 は 
遠 中 離 飛翔 の 事実 を 証明 する も の と し て 極め て 重要 で 
ある . また , ブユ も 疫学 的 に 重要 な 衛生 害虫 と し て 知 
られ て いる こと か ら 今 後 , 更に , 充分 な が 注意 を も っ 


て , 採集 を 行う 必要 が あろ う . 

ヒメ ツチ カメ ムン は , し ば し ば 燈火 に 集まっ て 家屋 
内 に 侵入 し , 時 に は 人 の 耳 腔 な ど に 迷 入 し て 障害 を 引 
き 起 し た り , 異臭 の た め 不 快 尼 虫 と し て 話題 に な る 種 
類 で ある . 

ウゥ ンカ 類 は , 古来 , 稲 の 最も 重要 な 害虫 で あり , 内 
本 1975) は その 渡 洋 飛来 を 確認 し た が , 我々 の 調査 
で も 毎年 多数 の 個体 が 採集 され た . また , 一 方 で は ウ 
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ンカ 類 の 天敵 と され て いる メ ク ラ ガメ 類 も 混入 し て 採 
集 さ れ た こと は 興味 が ある 事実 で ある ・ 

ミナ ミア オカ メ ム ン は , 本 来 南 日 本 の 沿海 地方 の 工 
業 害 虫 と し て 重要 な も の で ある が , 1977 年 の 採集 例 
で , 本 種 の 渡 洋 移動 の 可能 性 を 強く 示唆 し て いる も の 
と し て 興味 深い . 

アシ ビ ロ ヘ リカ メメ ムン シン は , 琉球 列島 以 南 に 分 布 する 
種類 で , 特に 台湾 で は ウリ , ワタ の 害虫 と し て 知ら れ 
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Fig. 1. The weather condition and the position of the ship in the East China Sea when 
transoceanic insects were captured from the evening of June 25 to the very early 


morning of June 26, 1976. 


る ・ に よる も の と 考え ん て で よき そり で あめ る. また, ザ シ と 
0 グチ シン ント ツン サパ ラン も グン や ツノ スイ ウ W メカ マキ ギ キリ 。 ハネ ナガ イナ ゴ ご は 一 見 , 長 距 離 飛 次 が 不 
は , 従来 , 我が国 か ら 数 例 の 採集 報告 し か な い 種 類 で 可能 と 思わ れる 種類 と 考え られ そう で ある が , これ ら 


ある が , これ ら が 洋上 で 採集 され た と と は , 渡 洋 飛来 の 種 が 採集 され た 事実 は 飛翔 尼 虫 の 生態 を 論 ず る 上 
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The situation of rain front and atmospheric pressure on June 25th, 1977, when the 
large number of transoceanic insects were captured. 


Fig. 2. 


で , 意外 な 一 面 が ある こと を 示唆 し て いる . 

木造 家屋 の 害虫 で ある イエ カミ キリ の 捕 集 例 も 今後 
の 家屋 害 昌 の 広がり を 考慮 する と 注目 すべ きこ と で あ 
る う 。 

今回 の 調査 で は 遂に 実施 する こと が 出来 な か っ た 
が , 飛来 是 虫 に よ ょ る 各種 の 微生物 の 帯同 , 持込み も 充 
分 考慮 され る の で , この 問題 は 今後 の 課題 と し て 残さ 
ECG, 


L 


の Amami こ =()shima 


航海 中 に 実際 に 採集 出来 た 日 は , 前 述 の よう に 極め 
て 僅か の 期間 で , 調査 時 期 に 台風 の 発生 に 遭遇 する こ 
と が し ば し ば で ある が , 採集 され た 頃 虫 数 と , その 時 
の 天気 図 は 密接 な 関係 が あり, 採集 数 の 多少 は , 天候 
の 如何 に よる と 云っ て も 過言 で は な さそ う で ある . 

即ち , 1976 年 の 調査 で は , 6 月 25~26 日 に 最も 多く 
の 昆虫 が 採集 され た . その 天気 図 と 船 の 位置 を みる と 
図 1 の よう で ある . この 図 か ら , 船 は 梅雨 前 線 に 沿っ 


6730 


67 28 , 29 


6/24 , 25 
6/18 -23 


04 FN 
の Na 


wath 


Fig. 3. Movement of the rain front and atmospheric pressure during the voyage from june 
18 to June 30 in 1978. The position of ship is presented with the date in the figure. 


て , 温暖 前 線 側 に あっ た ・. 1977 年 に は 更に 顕著 な 採集 
例 が 観察 され た . 即ち , 同年 6 月 25 日 , 第 4 回 目 の 採 
集 時 は , それ まで 北風 が 吹い て 気温 257C で 昆虫 の 飛 
来 は 全く 認め られ な か っ た が , 午前 1 時 30 分 頃 か ら , 
南西 の 風 に 変っ て 気温 も 28.9?C に 上 昇 し た 時 , 急 に , 
ウン カ , カメ ムン シ 類 の 飛来 が 目立ち 始め て 1 時 間 半 程 
この 状態 が 続い た ( 図 2). そし て , 午前 3 時 に は 再 
び 北 々 西 の 風 に 変り 気温 も 25.8C に 「 降 する と 同時 
に 昆虫 を 認め な く な っ た . この 結果 を , 船 壁 に 静止 し 
た ウン カ 類 の アス ピ レ ー タ ー 採 集 に よっ て 比較 する と 
午前 1 時 30 分 ~ 2 時 40 分 まで に 372 個 体 , それ 以後 , 
午前 3 時 30 分 まで の 間 は 僅か に 8 個体 し か 採集 され な 
か っ た . この 様 な 例 は , 1977 年 の 第 1 回 及び 第 2 回 の 
採集 時 に も 認め られ て いる . 1978 年 6 月 30 日 午 后 9 時 
30 分 頃 に も 同様 の 現象 が 見 られ , 同年 7 月 1 日 午前 1 
時 まで に ウン カ 類 441 個 体 を 始め , トン ポ 類 , 蜂 , へ 
エ , カメ ムン シ 類 な ど 多 数 の 飛来 昆虫 を 採集 し た . この 
時 の ウン カ 類 の 採集 数 は , 1978 年 に 採集 きれ た 総 ウ ン 
カ 類 の 実に 49 に 当っ て いる . 

これ ら の 所 見 は , 矢本 (1975) が , 同じ く , 東 支 那 
海上 に お いて 行っ た ウン カ 類 の 調査 で も 指摘 し て いる 
と ころ で あっ て , 概 雨 前 線 の 北上 に 伴う 南西 風 の 到来 
と 気 宇 の 上 昇 と いう 状況 と 良く 一 致し て いた . 

我々 が 意図 し 計画 する 調査 期間 は , 上 記 の よう な 気 
象 や 台風 と の 遭遇 な ど 常 に 起り 得る 時 期 で あっ て , 当 
然 調 査 の 困難 さ を 伴 っ て いる . 

1978 年 の 調査 は , 特に 図 3 に 示し た よう 6 月 23 日 
以後 の 梅雨 前 線 は 停 演 す る こと な く 急 速 に 北上 した. 

RI ち , 僅か 1 週間 の 間 に た 沖縄 一 台湾 を 結ぶ 線 か ら 北 
朝鮮 一 北陸 を 結ぶ 線 ま で 北上 し 我々 の 調査 は 数 日 し か 
行え な か っ た 、 

本 調査 結果 の 反省 と し て , 光 に 対し て 自力 で 集まる 
と 思わ れる 飛翔 力 の 強い トン ポ 類 , 江 類 ) カメ ムシ 
類 , ウン カ 類 に 比べ て , 暴 を 始め と し た 徴 小 昆虫 類 
は , 気 環 に 乗っ て 移動 し て いる と も 考え られ , 船 に 点 
灯 さ れ た 明り を 認め て も , 上 空 500m 附近 を 流れ て い 
る と いわ れる 偏西風 の 流れ か ら 自 ら の 飛翔 力 で は 隆 5 
て 来る こと が 困難 な 尾 虫 類 も ある と 見 な けれ ば な ら な 
い . 従っ て , 採集 方 法 の 改良 る 今後 に 残さ きれ た 問題 で 
あろ う . 


ま と め 


1976 年 , 1977 年 , 1978 年 6 月 一 7 月 に か け て , 東 支 
苑 海 上 の 日 中 , 日 韓 漁業 区 域内 で , 海洋 飛来 昆虫 の 採 
集 を 行 っ た . 捕 集 さ れ た 比 虫 類 は , 表 1 に 示し た よら うら 


に , 9 月 60 種 3,738 個 体 で ある . 

1 ) 最も 良く 採集 きれ た の は どの 年 も , ウン カ 類 で 総 
採集 数 の 88 あ を 占め て いた た. 

2 ) 1977 年 7 月 1 日 た 採集 きれ た コガ タ ア カイ ニ エ カ 雌 
1 個体 は , 末 吸 血 未 経 産 で 日 脳 ウ イル スネ 分 離 は 陰 件 に 
終っ た . し か し , 1973 年 の 採集 例 や 朝比奈 の 報告 を 含 
め て 考え る と , 本 種 が , 海洋 飛来 する 事実 を 強く 支持 
する 所 見 で ある . 

3 ) 採集 され た 比 虫 類 の 多く は 恒常 性 移動 種 で 占め ら 
CE 

4 ) 農業 害虫 , 家屋 害虫 と し て 重要 な 南方 系 の カメ ム 
シ 類 . カミ キリ が 採集 され 南方 系 農業 害虫 の 北進 現象 
や , 分 布 上 た 多く の 示唆 を 与 を る 結果 が 得 ら れ た . 

5 ) 衛生 害 昌 と し て , 遇 の 他 に , ヌカ カ , ブ ニ , キン 
バエ , カメ ムシ が 採集 され , 今後 の 帯同 微生物 の 調査 
の 重要 性 を 示し て いる . 

6 ) 飛来 種 の 採集 状況 は , その 時 の 気象 状況 に 大 きく 
影響 され , 梅雨 前 線 俗 い の 温 暖 前 線 側 で 南西 風 の 時 に 
多数 採集 さき れる こと が わか っ た -. 


考 察 


これ ら の 調査 は , 日 脳 ウ イル ス の 日 本 以外 の 地 か ら 
の 持ち 込み を 実証 する こと に ある が , その 他 に 長 距 離 
飛翔 比 虫 の 生態 及び それ ら が 帯同 する 微生物 の 調査 も 
含ん だ 空中 生物 学 の 基礎 研究 と し て 重要 な 意義 を も っ 
て いる . 

一 方 , 長崎 海洋 気象 台 及 び 名 瀬 潮 候 所 に よる と , 
6 , 7 月 の 東 支 必 海 上 の 気象 状況 は , 南西 諸島 の 梅雨 
が 明け , 優勢 な 小僧 原 高気圧 が , 屋久 島 , 種子 鳥 附近 
まで 張り 出し , 一 方 , シベ リヤ , 生鮮 半島 附近 に は , 
北 の 高 気圧 が あり , この 間 に あ る 東 支 那 海 は 谷間 の よ 
う な 状態 と な り , この 地域 を 南 々 西 の 偏 西風 が 連 吹 す 
る 気象 配置 に なる こと が 多い と 云わ れ て いる . これ ら 
の 事 か ら , 東 支那 海域 の 6 , 7 月 の 飛 逆 昆虫 類 の 調査 
は 我が国 に 於 ける 日 脳 ウ イル ス の 汚染 時 期 と も 合致 し 
て いる と と は 興味 深い 事実 で ある . 

今日 まで , 我国 に 持 込 ま れ た も の と 考え られ る アカ 
バネ ウイ ルス 。 ゲタ ウイ ルス , サギ ヤマ ウイ ルス 。 ネ 
ギ シ ッ ウイ ルス, アイ ノウ イル ス な ど が 報告 され て いる 
こと は 既に 知ら れ て いる と こと で ある . この 事実 は , 我 
国 を と り ま く 渡 洋 飛 来 尼 虫 の 調査 と その 生態 , 特に そ 
れ ら が 帯同 する 微生物 (細菌 や 動物 , 植物 , 尾 虫 ウイ 
ルス 等 ) の 検索 は 是非 と も 明らか に され ね ば な ら な い 
だ ろう . こう し た 事業 は 例年 の 監視 事業 と し て 系 統 化 
され る 必要 も ある と 考え る . 
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